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会 議 の 要 旨 

会議の名称 第１２回川越市介護保険事業計画等推進委員会 

開催日時 
平成２４年３月２１日（水） 

 午後３時 開会 ・ 午後４時 閉会 

開催場所 保健所大会議室（２階） 

議長氏名 副委員長 荻野 光彦   

出席委員氏名 

桐野委員、山木委員、関口委員、倉嶋委員、若海委員、川口委員、小野寺

委員、中山委員、長峰委員、大野委員、芝波田委員、米原委員、原委員、

中村委員、愛川委員、長田委員、小林委員 

欠席委員氏名 小原委員長、向坂委員 

事務局職員氏名 

小川福祉部長 

高齢者いきがい課：岡村課長、石川副課長、内田主幹、佐藤主幹 

平岩主任 

健康づくり支援課：佐藤課長、佐藤主任 

介護保険課：関根参事、久津間副課長、刀根主査、吉田主査、佐藤主査    

藪野主査、金田主任、野原主任、正田主事補 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 報告事項 

４ 議事 

５ 事務連絡 

６ 閉会 

配布資料 

１ 次第 

２ 第１１回川越市介護保険事業計画等推進委員会の要旨…（資料１） 

３ パブリックコメントについて…（資料２） 

４ 事業計画原案について…（資料３） 

５ 事業計画案の主な修正点について…（資料４）（当日配布） 

６ 事業計画の提案について…（資料５） 

７ 事業計画の提案について（第４期計画時のもの）… (当日配布) 
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議 事 の 経 過 

１ 開会 

   事務局による開会のあいさつ。 

 

２ あいさつ 

   荻野副委員長 

 

３ 報告事項 

（１）第１１回川越市介護保険事業計画等推進委員会について 

   事務局より、資料１を用いて、第１１回介護保険事業計画等推進委員会の開催内容に

ついて報告。 

 

（２）パブリックコメントについて  

   事務局より、資料２を用いて、パブリックコメントの実施内容について報告。 

  

４ 議事 

（１）事業計画原案について 

   資料３（事業計画原案）及び資料４を用いて事務局より説明。 

  ・８１ページの（２）の３行目は「関係」機関又は「各種」制度のような表現にした方が

分かりやすいのではないか。 

    そのように修正いたします。  

 

  ・資料編の目次にページ数を入れた方が分かりやすいのではないか。 

    第４期の計画書もそのような作りになっているので、ページ数を追加します。 

 

・９２ページの調整交付金相当額（d）が保険料収納必要額（k）において＋（d）となっ

ているのはなぜか。 

    埼玉県内では交付されていない保険者が多く、川越市においても２１年度、２２年度

ともに交付額が０となっており、交付を見込むことができないため、保険料収納必要額

の中に盛り込み、保険料の算出をしています。 

 

  ・もし第５期中に調整交付金の交付があった場合保険料に影響は及ぶのか。 

    第５期中の保険料の変更はありません。もし調整交付金が交付されたとしても、５％

交付される見込みは、過去の実績からみると、ほぼありません。 

 

  ・埼玉県内でも川越市は保険料がかなり高い方だと思うが、こういった状況を国に対して

訴えていくことも必要ではないか。 

    調整交付金５％については、他市町村も含め、一致した考えで、国に対して全国市長

会等から国への要望は出しているところです。各保険者間の均衡ということでこういっ

た制度があるわけですが、保険者としては一番頭を悩ませているところだと思います。 
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    保険料の額については、今後３年間の給付の見込み等を踏まえ、当委員会でこれまで

議論いただいて算出したものです。保険料の額だけでは他市町村と比較はできないと思

いますが、負担をする市民の方々には、今後説明していきたいと考えています。 

     

・再度表現等を確認した上で原案とすることで、事務局案について承認してよろしいか。 

  （一同承認）  

 

（２）事業計画の提案について 

   資料５を用いて事務局より説明。 

    

 ・計画書中に取り上げるべきことは網羅されていると思うので、昨今の社会状況を踏 

まえた、資料５中の４つの付記事項のままでいいのではないか。 

 

・事務局案について承認してよろしいか。 

  （一同承認） 

 

（３）その他 

  （特になし） 

   

５ 事務連絡 

  ・あいさつ 

    福祉部長 

     

  ・次回の委員会については、日程等決定次第通知します。 

 

６ 閉会 

 


